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同じ事を繰り返し訴える患者の看護
一強迫症状、強迫観念を主症状とする事例を通して一

神経科　○早崎絵美　高橋　酒勾　酒井　安井　守屋

　　　　　小野坂　金子　床井　渋谷　佐藤　五十嵐　山下

　　　　　　柴田　上嶋　中久　久留島　菅野　植木　譲原

1　はじめに

　当病棟は、開設2年目を迎えるが多くの看護婦にと

って、精神科看護について模索中である。そこで、ど

のような患者の対応が困難かを明確にし解決していく

為に、看護婦全員にアンケート調査をした。結果は、

「訴えや要求の多い患者」の対応で悩んでいる人が7

人で最：も多かった。その主な理由は、”病気に起因す

る症状とわかっていても、執拗に訴えられると感情的

に対応しがちである〃ということである。

　一般的に精神科看護において、訴えや要求の多い患

者との対応は、難しいものの一つと言われている。今

回、強迫症状、強迫観念を主症状とする事例を通して、

執拗な訴えのある患者の看護の展開ができることを目

標に、プロセスレコードを用いて臨んだ。ここに、そ

の過程を発表したい。

皿　事例紹介

氏名：□■■■■　28歳　女性（・一）
入院時診断名：遵うつ状態　鉄欠乏貧血　卵巣機能不

全

遺伝歴及び器質的疾患；なし

現病歴：患者の小児期より、父親が飲酒後暴力をふる

うことが多く、一時母親が患者、妹弟を連れて別居の

既往がある。このため、父親に代表される男性像一般

に恐怖を抱いている。その反面、28歳という年齢も

あり性的なものに対する興味は強い。この両価的心理

の中で、昨年のデイケアでの通所者との性的接触後症

状が悪化。「奇形児が生まれないか？」、「この薬大

丈夫ですか？」、「レントゲン検査大丈夫ですか？」、

「石けん大丈夫ですか？」等の不安感と疑惑癖が現わ

れた。このために日常生活が制縛的状態となり、家族

も症状に振りまわされ入院させることを希望し、診断

確定も含めて同意入院をした。尚、昭和63年7月の

心理検査上では、「家庭内の長く続いている葛藤にと

らわれ、自己を育てることをしないできて、独立すべ

き時期に何もできず自虐的になり、絶望的になってい

る」と指摘されている。

皿　看護の展開

　阻氏は、薬物を増量すれば症状が軽減する可能性は

あったが、貧血のためにそれができない状態であった。

毎日の与薬、食事、検温、環境整備、入浴時に、「こ

れは、私の薬ですよね。間違いないですよね。飲んで

も大丈夫ですか。」、「これは、私の食事ですか。食

べても大丈夫ですか。害はありませんか。」、「体温

は、正常ですか。」、　「バケツの水は、大丈夫ですよ

ね。」、「タオルは、無料ですか。」、　咀1ちゃん

（結婚し妊娠した「氏の従姉）のようになれますよね。」

等、繰り返し看護婦に確認した後に、ようやく行動す

るという生活のテンポの遅い状態だった。看護婦はそ

の都度対応をするが、同じ事を執拗に訴えられて相当

の根気強さを必要とした。

〈問題点〉確認言動を繰り返えさなければ次の行動

を決定することができず、生活のテンポが遅い。

〈到達目標〉　強迫症状が軽減し、日常生活のテンポ

を速めることができる。

〈看護目標〉　確認言動が5回以内で、行動に移すこ

とができる。

〈具体策〉　検温・食事・環境整備・入浴時は予想外

に訴えが少なかったので、ここでは、訴えが多かった

与薬場面を挙げる。

1．患者の訴えを聴く時は、中途半端な聴き方や対応

をせず次のような態度で接する。

1）仕事を中断できる場合は、中断をして訴えを聴く。

2）仕事を中断できない場合は、今は訴えを聴けない

理由を説明し、いっ聴くかを約束をする。

3）「何度も同じ事を言って！」というような聴き入

れない態度をしない。
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2．与薬時の基本的な対応　　　　　　　　　　　　　し、感情をコントールしながら看護を展開できる様に

1）「これは、□さんのお薬ですよ。」と言って渡す。　なった。

2）rL先生が出してくれた薬ですよね。」と聞かれ　　　Joan　Burr＆Una　V．　Budge氏らによれ

たら、「そうですよ、「1先生が出してくれた薬ですよ。」ば、「強迫観念を持つ患者の中には、患者の抱いてい

と］氏の言葉を用いて答える。

3）　「私のですよね。間違いないですよね。」と聞か

れたら、「＝さんのです。間違いないですよ。」と答

える。

4）「飲んでも正常な結婚ができて、正常な妊娠がで

きますか。■ちゃんみたいになれますか。」と聞かれ

たら、「大丈夫ですよ。安心して飲んで下さい。」と

答える。

3．プロセスレコードをとる。

4．訴えの回数を記録する。

〈実践及び経過〉

　［i氏は、内服の度に「この薬は私のですか。先生が

私のために出してくれたのですか。飲んでも正常な結

婚ができて、正常な妊娠ができますか。r］ちゃんみた

いになれますか。」等の訴えを繰り返した。その度、

「そうですよ。安心して飲んで下さい。」と答えると、

ようやく内服するのである。しかし、内服後も「今飲

んだ薬は、間違いなく私の薬ですか。」と繰り返した。

服薬は、全ての患者が並んで行なう為、訴えが続くと

他の患者が遅くなる。他の患者の与薬も全て終わらさ

なければならないという看護婦の焦りも生じた。同じ

訴えが、10回、20回と繰り返えされるために説明

の仕方にも悩んだ。

　L氏は、訴えを繰り返し納得をすると、「はい、わ

かりました。」とあっさりと戻るが、数分後にはまた

同じ訴えを何回となく続けた。「さっきわかったと言

ったのではないですか。」と尋ねると、「忘れたんで

す。」と言う。また、同じ事を言い出すために＿氏の

言葉を中断して答えると、「最後まで聞いて下さい。」

と言い、最初から同じ事を訴える状況だった。

　入院1ケ月後には、貧血状態が改善した為、薬物を

増量し治療をすすめて行こうとした矢先、本人から退

院要求が出た。　「家と病院とでは生活のリズムが違う。」

という理由であった。家人も退院を希望した為に退院

となった。

る恐れと大いに関連のある儀式がある。そして、患者

はこのようなことが実際に起こらないようにするため

には、儀式を行なうしかないと思っている。儀式をや

めさせるとかえって混乱や動揺をさせてしまうことに

なる。」と言われている。

　團氏の恐れとは、普通の結婚と妊娠ができないので

はないか、ということである。また、儀式は行動をす

る前に、「正常な結婚ができますか。」、「正常な妊

娠ができますか。」、「害はないですか。」等と何度

も訴えて、自分の言葉で確認することである。

　看護目標を「確認言動が5回以内で、行動に移すこ

とができる」と立てた。これは、患者の儀式に対する

認識不足からのものであったことを反省した。確認言

動の奥には、不安や恐怖があり簡単になくなるもので

はないと考えられる。看護婦は、訴えそのものの軽減

を期待してはならないと思われる。

　看護婦が余裕をもち［］氏の訴えを最後まで聴き、大

丈夫、安全だということを強調して対応すると比較的

早く行動に移すことができた。訴えがパターン化して

も、看護婦が先手をうって話すと、「最後まで聴いて

下さい。」と言われたように効果的ではない。

　患者の訴えに直ぐ対応できない時は、その理由と後

で聴くことを約束すると了解を得ることがわかった。

　』氏の執拗な確認言動は、自立できないことで、葛

藤を解決できず他者に同意を求めて、不安や恐怖を否

定し一時的にも安已・感を得るものではないかと考えら

れる。

V　終わりに
　この事例を通して、執拗な訴えにとらわれすぎてい

たことに気づいた。また、このことから、看護の展開

の方向性を見い出すこともできた。

　今後は、生育歴、心理検査等をさらに考慮して患者

の心理状態、症状の原因を認識し、患者が納得するま

で接していけるような看護をしていきたい。

N　結果及び考察

　看護計画の具体化により、看護婦の対応が統一して

きた。また、L氏を真剣にとらえようとする意識が高

まり、他の看護婦の対応を参考に幅をもった考え方が

できる様になった。そして、自分の対応を評価、考察
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